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第16期日本編（鳥取砂丘 砂の美術館）
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●ビジネススクールのご案内
　 7/17（木）、8/7（木）セミナー受付中！

●珠算検定１級満点合格表彰伝達式
　 表彰状と記念の盾を贈呈しました！

●新規高卒予定者の求人を要請
　 地元就職、職場定着に向けて
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４月25日（金）、「鳥取砂丘 砂の美術館」で第16期展示が開
幕しました。第16期の世界旅行は、いよいよ「日本編」。国
産み神話の時代から現代までの歴史をベースに、富士山や
古都京都の象徴でもある清水寺などの世界遺産、浮世絵や
歴史的偉人たちを題材にした砂像19作品がご覧いただけ
ます。最大級で幅20メートルを超える迫力の作品規模と、
リアルで緻密な造形美をお楽しみください。
会期は2026年１月４日（日）まで。営業時間や休館日は、ホー
ムページなどでご確認ください。

今 月 の 表 紙
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第16期日本編（鳥取砂丘 砂の美術館）
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動 向
　

金
融
部
会
（
吉
岡
佐
和
子
部
会

長
）
は
５
月
23
日
（
金
）、
鳥
取
市

本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ

ル
で
、「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、
会
員
ら
32
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、み
ず
ほ
証
券
㈱
マ
ー
ケ
ッ

ト
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
の
中
村
克
彦
氏

が
務
め
、
会
員
企
業
の
新
入
社
員
や

人
事
担
当
者
向
け
に
、
お
金
を
「
た

め
る
」「
ふ
や
す
」「
ま
も
る
」
の
３

つ
の
側
面
か
ら
一
生
使
え
る
お
金
の

知
識
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

中
村
講
師
は
、「
月
三
万
円
の
積

み
立
て
を
す
る
場
合
と
、
浪
費
す
る

場
合
と
比
べ
る
と
、
20
年
後
に
は
貯

蓄
に
二
千
万
円
を
超
え
る
差
が
生
ま

れ
る
」
と
話
し
、
金
融
庁
の
家
計
管

理
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て

家
計
の
無
駄
を
見
直
し
、
毎
月
お
金

を
積
み
立
て
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
金
を
ふ
や
す
た
め
に
は

お
金
に
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

と
し
た
う
え
で
、
Ｆ
Ｘ
や
レ
バ
レ
ッ

ジ
取
引
、
仮
想
通
貨
は
再
現
性
が

低
い
た
め
、
長
期
投
資
で
資
産
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
約
30
年
業
界
に

講演する中村氏

講演を聞く参加者ら

  

金
融
部
会

金
融
部
会

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　  

～
一
生
使
え
る
、
お
金
の
知
識
～

～
一
生
使
え
る
、
お
金
の
知
識
～

携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
運
用
利

回
り
が
７
・
２
％
を
超
え
る
商
品
や

勧
誘
は
詐
欺
と
疑
う
よ
う
注
意
を
促

し
、
利
回
り
が
３
・
６
～
７
・
２
％
ま

で
が
適
切
な
範
囲
と
解
説
。
一
方
、

大
損
を
し
な
い
た
め
の
防
衛
策
と
し

て
保
有
商
品
が
20
％
の
損
失
を
出
し

た
場
合
は
損
切
り
す
る
な
ど
プ
ロ
の

投
資
家
が
実
践
し
て
い
る
考
え
方
も

伝
授
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
昨
今
、
若
者
を
狙
う
投

資
詐
欺
や
闇
バ
イ
ト
、
高
齢
者
を
狙

っ
た
口
座
乗
っ
取
り
詐
欺
な
ど
が
増

え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
中
村
講
師

は
「
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
伴
い
、
詐
欺
サ

イ
ト
も
巧
妙
化
し
、
本
物
と
見
分
け

が
つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
騙
さ

れ
な
い
た
め
に
は
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

に
加
え
て
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に

つ
け
る
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
む
や
み
に

知
ら
な
い
人
と
繋
が
ら
な
い
こ
と
が

大
切
だ
」
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
資
産
形
成
や
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
う
え
で
役
に

立
つ
情
報
、
自
分
や
身
近
な
人
た
ち

を
危
険
か
ら
ま
も
る
た
め
の
知
識
を

得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

報
告
＝
経
済
振
興
課
主
事
　
森 

愛

木
下
　
貴
啓 

部
会
長

金 

融 

部 

会

工 

業 

部 

会

吉
岡
佐
和
子 

部
会
長

　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
工
業
部
会
、

金
融
部
会
の
総
会
が
次
の
通
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

◆
開
催
日　

５
月
13
日
（
火
）

◆
出
席
者
数　

19
人

◆
主
な
事
業
計
画　

①
正
副
部
会
長

会
議
、
総
会
の
開
催
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共

創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
実
施
③
大

阪
・
関
西
万
博
ほ
か
視
察
研
修
の
実

施
④
行
政
と
の
意
見
・
情
報
交
換
会

の
開
催
⑤
県
内
会
議
所
工
業
部
会
正

副
部
会
長
会
議
⑥
各
種
研
修
会
の
実

施
、
各
団
体
と
連
携

◆
開
催
日　

５
月
28
日
（
水
）

◆
出
席
者
数　

18
人

◆
主
な
事
業
計
画　

①
正
副
部
会
長

会
議
、
総
会
の
開
催
②
会
員
交
流
事

業
（
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
）
③
講
演
会
の

実
施
（
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
セ
ミ

ナ
ー
、新
春
経
済
講
演
会
）
⑤
万
博
・

先
進
地
視
察
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動 向
　

鳥
取
県
、
鳥
取
労
働
局
、
県
教
育

委
員
会
な
ど
は
５
月
27
日
（
火
）、

鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会（
会
長
・

児
嶋
祥
悟
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
）

な
ど
経
済
４
団
体
に
対
し
、
地
元
就

職
を
希
望
す
る
来
春
の
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
の
求
人
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

昨
年
度
末
の
県
内
新
規
高
卒
者
の

就
職
内
定
率
は
99
・
４
％
。
就
職
希

望
者
が
減
少
す
る
中
で
、
県
内
事
業

所
か
ら
の
求
人
は
高
止
ま
り
、
昨
年

度
末
の
求
人
倍
率
は
２
・
74
倍
、
県

内
就
職
の
希
望
者
に
限
る
と
３
・
46

倍
と
高
水
準
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
山
下
禎
博
鳥
取
労
働

局
長
、
県
教
育
委
員
会
の
横
山
順
一

事
務
局
次
長
、
県
商
工
労
働
部
雇
用

人
材
局
の
藤
田
博
美
局
長
が
鳥
取
市

本
町
３
丁
目
の
県
商
工
会
議
所
連
合

会
を
訪
れ
、
山
下
局
長
が
「
将
来
の

鳥
取
県
産
業
の
人
材
を
育
成
す
る
た

め
に
も
、
求
人
票
の
早
期
提
出
を
お

願
い
し
た
い
」
と
要
請
。
こ
の
他
、

採
用
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
高
校
低
学
年
対

象
の
地
元
企
業
魅
力
発
見
会
な
ど
を

実
施
し
、
若
者
の
職
場
定
着
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

　

要
請
を
受
け
た
県
商
工
会
議
所
連

合
会
・
中
山
孝
一
幹
事
長
は
「
人
口

減
少
が
進
む
中
で
、
若
者
の
地
元
定

着
は
喫
緊
の
課
題
。
求
人
の
提
出
や

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
整
備
な
ど
会
員
事

業
所
に
お
願
い
を
す
る
」
と
約
束
し

ま
し
た
。

要請文を受け取る中山幹事長（中央）

　
鳥
取
県
・
鳥
取
労
働
局
な
ど

　
鳥
取
県
・
鳥
取
労
働
局
な
ど

新
規
高
卒
予
定
者
の
求
人
を
要
請

新
規
高
卒
予
定
者
の
求
人
を
要
請

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　  

地
元
就
職
、
職
場
定
着
に
向
け
て

地
元
就
職
、
職
場
定
着
に
向
け
て

株主総会における役員選任に向けて、株主間で議決権行使について合意
しておこうと考えていますが、合意に反して議決権を行使されないか心

配です。このような議決権を拘束する合意内容を強制することは可能でしょう
か？

今回は議決権拘束合意の強制について説明します。
株主はその自由意思に基づいて議決権を行使できる以上、その行使内容

について他の株主と合意し一定の制限を設けることを妨げる理由はありませんので、議決権拘束合意そ
のものについては有効とされています。
　しかし、議決権拘束合意のなかには、内容自体あいまいであったり有効期間が不明確であったりと、履
行を強制することになじまないものも存在します。
　他方で、内容が具体的で違反の有無が判断しやすく方針や意図が明確な合意である場合には、法的効
力を発生させる意思のもとに議決権拘束合意の当事者が合意をしたという事実を推認しやすいといえます。
　そこで、その内容、方針、意図などから法的効力を発生させる意思が明確に認定できる場合には、訴訟
や仮処分といった裁判手続においてこれを強制できるものと思料されます。また、議決権拘束合意に反
した議決権行使により成立した株主総会決議についても、
発行済株式の全部を議決権拘束合意の当事者が保有して
いる場合には、取り消すことが可能と思料されます（東京
高判令和２年１月22日判決）。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
171

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 議決権拘束合意の強制議決権拘束合意の強制
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動 向

　鳥取商工会議所は４月30日（水）、第２３３回珠算能力検定試験１級満点合格者表彰式を行い、
満点合格を果たされた山本理央さん（鳥取大学附属中学校１年、受験当時は同小学校６年）に中山
孝一専務理事が表彰状と記念の盾を手渡しました。

山本理央さんと中山孝一専務理事

【日商】第 233 回 珠算能力検定試験
１級満点合格者の表彰伝達式を行いました！

　今年２月９日（日）に施行された第２３３回珠算能力
検定試験１級の受験者数は６，０４２人で、合格者は１，
８１３人（合格率30.0％）。合格者のうち満点合格者は、
全国で24人、鳥取県内では山本理央さんただ１人とい
う快挙を成し遂げました。
　山本さんは、幼少の頃から鳥取市田園町の育栄珠算
教室（今嶋栄子代表）で腕を磨き、１級に合格したのは
小学４年。合格後も満点を目指して努力を重ね、今回の
試験で満点合格を果たしました。表彰状を受け取った
山本さんは「次は段位を目指していきたい」と満点合格
に喜びながらも次の目標に向けた意欲を語りました。

Vol.92Vol.92

鳥取大学「地域未来共創センター」発足！

　鳥取大学は、令和７年４月１日、地域価値創造研究
教育機構に「地域未来共創センター」を設置しました。
　新たに機構長に就任した学長のリーダーシップのも
と、地域の「産官学金労言」のステークホルダーの皆
さまと地域連携プラットフォームを構築し、地域課題
解決や学生目線の人材育成・地域定着の取組を推進す
ることで、地域の皆さまとともに鳥取の未来を切り拓
きます。

　地域未来共創センターは、プラットフォームのワン
ストップ窓口（事務局）として、皆様のニーズを的確
に捉え、現状と課題を共有しながら、事業を推進します。

　　　　鳥取大学 地域未来共創センター事務局
� （研究推進部地域連携推進室）
� koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

　　　　　　地域の皆さまとともに鳥取の未来を切り拓きます。地域の皆さまとともに鳥取の未来を切り拓きます。
　プラットフォームを通じて把握した地域ニーズを踏まえ、以下の４
つの部門を中心に、地域と協働したプログラムを展開してまいります。

　鳥取大学「地域未来共創センター」は、地域の皆様と
の連携を一層強化し、共に地域の未来を創造していくこ
とを目指しています。鳥取大学の研究者や学生の知恵が
ほしい！何か連携して地域を盛り上げたい！どんな内
容でも結構です。皆さまの声をお待ちしております。

地域の
皆さまへ
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　まちづくりレディース鳥取（商店街の女性の会）等

と当所が連携実施する事業。 商店主が講師となっ

て、 専門知識やプロならではのコツをゼミ方式で提

供。 お店の特徴・店主のこだわりや人柄を知って

もらい、 お客様との信頼関係を築きあげる事業で

毎年秋頃実施している。

「鳥取まちゼミ」とは…

・賃料や経費が無料！
　（但し出店料、仕入れ等に係る経費は除く）
・商工会議所職員等による創業支援あり
・店主から情報提供可能！（現場の声が聞けます）
・空き店舗の紹介あり！

◆「鳥取まちゼミ」の嬉しいメリット！◆募集概要
出店資格‥ 自分の知識、技能や趣味を活かした起業・創業
 まちなか出店を考えている方
出店場所‥パレットとっとり市民交流ホール
出店期間‥第14回鳥取まちゼミ開催期間
 令和７年11月１日（土）～ 30日（日）
 ※営業日及び営業時間（要相談）
出 店 料‥５,０００円（税込・ちらし掲載料）
申込先・問合先‥
 鳥取商工会議所流通部会　☎ 0857-32-8004
申込締切‥令和７年７月18日（金）

　起業・創業の夢を持ちながら、最初の一歩を踏み出せない方、自分の持っている
技能を活かしてお店を始めたい方など、「鳥取まちゼミ」期間中に中心市街地に出店し、
自分の腕を試したいトライアル希望者を募集します。初めての起業・創業を後押しします！

「起業・創業トライアル希望者募集！」「起業・創業トライアル希望者募集！」

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.18Vol.18

～研究紹介～
氏 　 名　佐藤　彩子（さとう　あやこ）
� 准教授
所 　 属　公立鳥取環境大学
　　　  　経営学部経営学科
取 得 学 位　博士（経済学）（九州大学）
研究テーマ　介護サービス労働力と地域との

　　　　　　　　　　　　関係に関する研究

主な研究内容
◦　専門分野の紹介
　私の専門分野は「経済地理学」です。経済地理学は経済活
動が地理的な空間の中でどのように分布し作用しているの
かという観点から経済社会を捉え、地域の個性を追求する
学問です。日本には約1,800の市町村がありますが、どのよ
うな経済活動も全国一律、同じスピード、同じ形で進むこ
とはほとんどありません。したがって、このような「地域差」
に着目して地域の実情把握とその地域に沿った施策の検討
が求められます。
◦　研究内容
　私の研究対象である介護サービス産業では労働力不足が
深刻です。この不足の程度には地域差が存在し、人数不足
の地域もあれば介護福祉士等の専門職不足の地域もある
等、不足の状況は全国一律ではありません。他方、人口減少
時代に突入し介護サービス産業では日本人だけでは労働

力確保が難しく、政府は近年、外国人介護職員の受入を進
めています。具体的には、①EPA（Economic Partnership 
Agreement、経済連携協定）（2008年度～）、②技能実習（2017
年～）、③介護（2017年～）、④特定技能（2019年～）の４つで
すが、ここでも受入の程度に地域差が存在しています。た
とえば、④の外国人介護職員はこの制度が転職を可能とし
ているがゆえに、給与が高く外国人コミュニティが形成さ
れた大都市圏に集中する傾向にあります。したがって、今
後は地方圏で育成した外国人介護職員が大都市圏に流出し
地方圏の労働力不足がより深刻になることも予想され、「地
域間格差」の是正は喫緊の課題です。
◦　今後の課題
　政府による外国人介護職員の制度的受入はスタートした
ばかりですが、国家資格である介護福祉士を取得後、在留
資格「介護」を取得し、日本に永住する外国人介護職員も出
ています。また上記の受入とは別に、留学や国際結婚等の
理由で来日し永住して外国人介護職員として就業している
人が存在します。外国人介護職員の永住は特に人口減少の
著しい地方圏にとってこの産業の労働力不足緩和だけでな
く人口増加にも貢献しうることから、受入だけでなく定着
という観点からの研究も必要です。

応用分野
　介護サービス労働力の確保、外国人労働者の受入・定着、
地域間格差の是正
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【
社
名
変
更
】

◆
（
公
財
）
日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ

協
会
鳥
取
県
支
部

　

→
（
公
財
）
日
本
電
信
電
話
ユ
ー

ザ
協
会
鳥
取
支
部

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈲
三
神
商
会

　

代
表
取
締
役
＝
中
村　

孝
夫

◆
㈱
時
事
通
信
社
鳥
取
支
局

　

支
局
長
＝
立
元　

智
幸

◆
ト
ミ
タ
電
機
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
神
谷　

陽
一

郎
◆
（
一
社
）
鳥
取
県
測
量
設
計
業
協
会

　

会
長
＝
大
西　

幸
人

◆
山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
㈱

鳥
取
支
社

　

支
社
長
＝
藤
原　

章

◆
ペ
ペ
ネ
ー
ロ
イ
タ
リ
ア
館

　

代
表
＝
木
下　

陽
平

◆
智
頭
石
油
㈱
鳥
取
本
社

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
田
中　

康
崇

◆
鮨
小
雅

　

代
表
＝
小
谷　

俊
一

◆
㈱
竹
中
工
務
店
鳥
取
営
業
所

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略
・

順
不
同

4
月
16
日
～
５
月
15
日
届
け
出
分

動 向

　

営
業
所
長
＝
河
村　

尚
彦

◆
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
㈱
鳥
取
支
社

　

支
社
長
＝
高
橋　

知
士

【
代
表
者
・
住
所
変
更
】

◆
㈲
大
塚
運
送

　

代
表
取
締
役
＝
楮
原　

章
吾

　

鳥
取
市
古
海
３
０
８
―
２

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
重
工
舎

　

鳥
取
市
古
海
２
４
３
―
１

◆
㈱
ア
ジ
ー
レ

　

鳥
取
市
永
楽
温
泉
町
４
５
９

◆
上
原
酒
店

　

鳥
取
市
浜
坂
５
丁
目
１　

浜
坂
第

一
団
地
１
―
１
０
１
号

◆
㈱
ベ
タ
ー
・
プ
レ
イ
ス

　

東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
１
―

１
住
友
一
ヶ
谷
ビ
ル
１５
Ｆ

◆
㈱
タ
イ
ヨ
ー
通
信
シ
ス
テ
ム

　

鳥
取
市
千
代
水
１
丁
目
７１

【
お
詫
び
】
２
０
２
５
年
５
月
号
７

面
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
正
）　

㈱
ア
シ
ー
ド
鳥
取
支
店

　
　
　

取
締
役
会
長
＝
山
下　

員
徳

（
誤
）　

取
締
役
会
長
＝
山
下　

貴
徳

　

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
共
に
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 15 分 12 時 35 分
298 15 時 35 分 17 時 00 分
300 18 時 40 分 20 時 00 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年3月30日〜2025年10月25日

2025年　東京便　夏ダイヤ決定！

鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 20 分 10 時 35 分
295 13 時 35 分 14 時 50 分
297 16 時 40 分 18 時 00 分
299 19 時 20 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取
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動 向

　展示室に入ると正面に、日本神話の一場面を表現した砂像が入館者を出迎えます。展示室内を回遊
すると、弥生時代や鎌倉幕府、戦国時代などの歴史を垣間見ることができ、特に奈良時代の「奈良の
大仏」として親しまれる東大寺 盧

る

舎
し ゃ

那
な

仏
ぶ つ

の砂像の迫力は圧巻。また、富士山・姫路城・清水寺の砂像は、
時代も場所も異なる３つの世界遺産が見事に調和しています。
　砂像彫刻家の経験と技術が作り出す砂の造形美をぜひお楽しみください。
　第16期展示・日本編は2026年１月４日（日）まで開かれます。

砂の造形美が生む圧倒的な存在感砂の造形美が生む圧倒的な存在感

砂で世界旅行・日本編砂で世界旅行・日本編
～ 悠久の歴史と世界に誇る「美の源泉」を再発見する旅へ ～～ 悠久の歴史と世界に誇る「美の源泉」を再発見する旅へ ～
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　砂の芸術品を展示する「鳥取砂丘 砂の美術館」（鳥取市福部町）で４月25日（金）、第16期展示が
開幕しました。今期のテーマは「大阪・関西万博」の開催に合わせた「砂で世界旅行・日本編」。砂
像彫刻家の茶圓勝彦氏を総合プロデューサーに、アメリカやカナダ、イタリア、オランダ、ロシアな
ど12カ国から参加した20人の砂像彫刻家が、国産み神話の時代から江戸時代、現代までの歴史を軸
に世界から注目を集める日本文化を表現した19点の大作を制作しました。

鳥取砂丘 砂の美術館鳥取砂丘 砂の美術館

第16 期展示が開幕第16 期展示が開幕
12 カ国 20人の砂像彫刻家が制作 一期一会のアート12カ国 20人の砂像彫刻家が制作 一期一会のアート

動 向
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW  
これからの日本における
女性の活躍推進

加藤 あい 21分

小規模事業者持続化補助金セミナー
　　　　　 公開期限：2026年4月末 髙坂 竜太 80分

外国人観光客を感動させる
接客セミナー 津田 典子 39分

ビジネスの運命を左右する
「値決め」の技術 一圓 克彦 29分

研
修

人
材
育
成

NEW
力の抜きどころ
できる人は上手に力を抜いている

古川 武士 40分

世代間ギャップを
チームの“強み” に変える！
　　　　　 公開期限：2025年6月末

前川 由希子 75分

タイトル 講師名 時間

研
修

人
材
育
成

Z 世代との接し方に困っている
40 代、50 代へ
育て方とメンタルを前向きに保つヒント

夏目 えみ 43分

健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

満ちて輝く人生の旅 ふくだ 友子 31分

キレイな字になるための
９つのステップ 高宮 暉峰 54分

労
務

NEW
2025 改正労働法のポイント
　　　　　 公開期限：2025年8月末

惠島 美王子 70分

税
務
・
財
務
・
経
理

経理担当者向け経理入門
　　　　　 公開期限：2025年7月末 小池 俊 80分

改めて確認！インボイス制度講習会 小澄 健士郎 95分
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主に Microsoft® Word を活用し、実務に即した指示理解と具体的な

操作技法により、正しいビジネス文書や説得力のある報告書、資料等を 

作成できる能力を判定します。 

［取得のメリット］  

Microsoft® Word を活用して、業務の目的に応じた、 

適切で説得力のあるビジネス文書を効率的・効果的に作成する能力が身につきます。 

文書作成 

データ活用 主に Microsoft® Excel®を活用して、実務に即した指示理解と

具体的な操作技法により、業務データを集計・分析し、表やグラフを

用いた効果的な資料等を作成できる能力を判定します。 

［取得のメリット］  

Microsoft® Excel®を活用して、業務データの処理を行い、的確なデータ分析や

効果的な資料を作成できる能力が身につきます。 

プレゼン 
資料作成 

主に Microsoft® PowerPoint®を活用し、実務に即した

指示理解と具体的な操作技法により、高度なビジュアル表現を

用いた説得力のあるわかりやすいプレゼン資料を作成できる

能力を判定します。 

［取得のメリット］  

Microsoft® PowerPoint®を活用して、プレゼンの企画・ストーリー構成に関する知識や

表現技術を駆使し、聞き手が理解しやすいプレゼン資料を作成する能力が身につきます。 

鳥取商工会議所検定担当 
ＴＥＬ 0857-32-8004  
ＦＡＸ 0857-22-6939 
https://tottori-cci.or.jp/certification-exam/ 

デジタル社会で必要な「仕事力」が身につく！ 

日商 PC 
文書作成・データ活用・プレゼン資料作成

※プレゼン資料作成は 1 級・2 級・3 級のみ 

各ネット試験会場へ 

直接お申し込みください。 
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317
〈令和７年度鳥取YEGスローガン〉
 至 誠 通 天 　 ～  絆 を 深 め 共 に 歩 を 進 め よ う  ～

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
 YEG Common ～ 心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
田
畑
に
は
恵
み
の
雨

が
潤
い
を
も
た
ら
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
は
、
心
身
と
も
に
変
化
の
多
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
と
き
こ
そ
青
年

経
済
人
と
し
て
の
学
び
と
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
地
域
の
未
来
に
向
け
て
一
歩
一
歩
、

力
強
く
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
４
月
25
日（
金
）、
東
京
會
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た「
日
本
商
工
会
議
所

青
年
部
令
和
７
年
度
全
国
会
長
会
議
」に
出

席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
全
国
４
１
６
単
会

が
一
堂
に
会
し
、
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
・

小
林
健
様
の
ご
講
演
を
拝
聴
し
、「
会
員
増

強
に
つ
い
て
」の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
各
単
会
の
現
状
や
取
り
組
み

を
共
有
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
に
頼
も
し
い
仲
間
が
い
る
と
い
う
心
強

さ
を
改
め
て
実
感
し
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
い
た

し
ま
し
た
。

　
翌
４
月
26
日（
土
）に
は
、「
鳥
取
城
跡 

中

ノ
御
門 

完
成
記
念
開
門
式
」が
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
奴
隊
と
し
て
参
加
し
、
今
後

さ
ら
に
鳥
取
城
跡
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
地

域
の
魅
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　
同
日
お
よ
び
５
月
10
日（
土
）に
は
、
袋
川

に
て
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
・
撤
去
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
県
東
部
の
青
年

経
済
団
体
が
持
ち
回
り
で
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
袋
川
に
多
数
の

鯉
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
14
日（
水
）に
は
、
ま
ち
興
し

委
員
会
主
催
に
よ
る
例
会
を
開
催
し
、
公
立

鳥
取
環
境
大
学 

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
セ
ン
タ
ー
長
・
吉
永
郁
生
様
を
講
師
に
お

迎
え
し
ま
し
た
。「
〜
海
洋
生
態
学
者
が
考

え
る
鳥
取
の
、
日
本
の
、
世
界
の
近
未
来
社

会
〜
」を
テ
ー
マ
に
、
鳥
取
の「
人
口
動
態
」

や「
高
度
人
材
の
育
成
」、「
地
域
資
源
の
活

用
」に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
た
な
視
点
で
地
域
課
題
を
捉
え
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
び
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
へ
と

転
換
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
５
月
17
日（
土
）に
は
、「
令
和
７

年
度 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク 

春
の
会
長
会
議
」に

出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
各
単
会
に
分
か
れ
て

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
災

害
時
に
お
け
る
支
援
物
資
の
提
供
体
制
や
優

先
順
位
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
意
識
す
る
機
会
が

少
な
い
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
事
の

際
の
備
え
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
単
会
の
特
色
あ
る
事
業

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
共
有
さ
れ
、
規
模

や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
課
題
や
可
能
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。

　
全
国
、
そ
し
て
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
様
な

ま
ち
や
人
々
と
触
れ
合
う
な
か
で
、
鳥
取
へ

の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
た
市
民
づ
く
り
に
一

層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
７
年
度

　
令
和
７
年
５
月
14
日
（
水
）
鳥
取
商
工
会
議
所
大
会
議
室
に
て
、
令
和

７
年
度
５
月
ま
ち
興
し
例
会
「
〜
海
洋
生
態
学
者
が
考
え
る
、
鳥
取
の
、

日
本
の
、
世
界
の
近
未
来
社
会
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
農
学

博
士
と
し
て
水
産
業
を
基
盤
と
し
た
地
域
創
生
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て

お
ら
れ
る
公
立
鳥
取
環
境
大
学 

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
の

吉
永
郁
生
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
日
本
や
世
界
の
人
口
動
態
を
生
態
学
的
視
点
か
ら
読
み
解
き
、
少
人

口
で
あ
る
鳥
取
こ
そ
が
将
来
の
持
続
可
能
な
社
会
の
先
進
モ
デ
ル
に
な
り

得
る
と
見
解
さ
れ
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
自

然
な
流
れ
と
し
て
受
け
入
れ
た
上
で
、
地
域
が
ど
う
適
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
歩
道
や
公
共
交
通
と

い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
む
安
心
・
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
、
都
会
で
は
得
が
た
い
経
験
が
で
き
る
場
の
創
出
が
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
ま
ち
は
皆
で
つ
く
る
」「
人
口
が
少
な
い
こ
と
は
リ
ス
ク
で
は
な
く
強
み

で
あ
る
」
と
い
っ
た
吉
永
様
の
言
葉
に
は
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
例
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
今
後
の
施
策
に
活
か
せ
る
ヒ
ン
ト
が
あ
っ

た
」「
固
定
観
念
が
覆
さ
れ
た
」「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
前
向
き
に
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
な
ど
多
く
の
前
向
き
な
声
が
寄
せ
ら
れ
、
大
変

有
意
義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
例
会
で
の
学
び
を
活
か
し
、
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
と
し
て
よ
り
地
域
に
根
差
し
た
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

発行：令和 7年 6月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

6

民野   泰稔会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 三協商会

　
３
月
20
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
期
間
、
鳥
取
市
「
桜
の
園
」
に
て
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
我
々
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
桜
の
名
所
を
作
り
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
植
樹
を
行
い
作
り
上
げ
た
桜
の
園
と
い
う
素
晴
ら
し
い

場
所
を
地
元
の
皆
様
に
周
知
し
、
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
始

め
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
開
花
時
期
が
早
ま
る
事
も
な
く
、
４
月
の
第
１
土
曜
日
か
ら

第
２
土
曜
日
ま
で
が
満
開
と
な
り
多
く
の
方
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

我
々
広
報
委
員
会
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
促
す
チ
ラ
シ
、
ポ

ス
タ
ー
配
り
を
行
い
、
そ
れ
と
並
行
し
な
が
ら
こ
の
桜
の
園
や
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は

前
年
度
よ
り
も
多
く
の
投
稿
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
得
ら
れ
、
現
在
の
桜
の
園

へ
の
認
知
度
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
期
待
度
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
６
月
例
会
で
の
表
彰
式
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
発
表
へ
と
向
か
い
、
来
年
度
へ
繋
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
三
橋
　
章
弘

　
令
和
７
年
４
月
26
日（
土
）お
よ
び
５
月
10
日（
土
）に
、
袋
川
沿
い
に

て
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
・
撤
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
春
の
訪
れ
と
と

も
に
袋
川
を
彩
る
こ
の
風
景
は
、
地
域
の
風
物
詩
と
し
て
毎
年
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
色
と
り
ど
り
の
鯉

の
ぼ
り
が
春
風
を
受
け
て
元
気
に
泳
ぐ
姿
を
見
せ
ま
し
た
。

　
掲
揚
・
撤
去
作
業
当
日
に
は
、
五
青
協
の
メ
ン
バ
ー
に
多
数
参
加
い

た
だ
き
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
粟
嶋
道
和
会
長
率
い
る「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」

に
よ
っ
て
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
事
業
で
あ
り
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
よ
り
、
そ
の
意
志
を
五
青
協
が
正
式
に
引
き
継
ぎ
、
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
本
事
業
の
運
営
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
地
域
の
伝
統
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
と
地
域
の
絆
を
深
め
る
活
動
と
し
て
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

５
月
ま
ち
興
し
例
会

５
月
ま
ち
興
し
例
会

５月まち興し例会の様子

吉永氏の講演の様子

　   　木戸 和浩 君
　    （きど かずひろ）
事 業 所 名  ㈱木戸建築
所属委員会  会員増強委員会

　   　尾崎 綾香 君
　    （おさき あやか）
事 業 所 名  ㈱RASPAC
所属委員会  ビジネス委員会

新 入 会 員新 入 会 員新 入 会 員

２
０
２
５
♯
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
５
♯
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

集まったメンバー

作業前確認をする様子

集まったメンバー

集まったメンバー

袋
川
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業

袋
川
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業
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会
長
あ
い
さ
つ

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
田
畑
に
は
恵
み
の
雨

が
潤
い
を
も
た
ら
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
は
、
心
身
と
も
に
変
化
の
多
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
と
き
こ
そ
青
年

経
済
人
と
し
て
の
学
び
と
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
地
域
の
未
来
に
向
け
て
一
歩
一
歩
、

力
強
く
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
４
月
25
日（
金
）、
東
京
會
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た「
日
本
商
工
会
議
所

青
年
部
令
和
７
年
度
全
国
会
長
会
議
」に
出

席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
全
国
４
１
６
単
会

が
一
堂
に
会
し
、
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
・

小
林
健
様
の
ご
講
演
を
拝
聴
し
、「
会
員
増

強
に
つ
い
て
」の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
各
単
会
の
現
状
や
取
り
組
み

を
共
有
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
に
頼
も
し
い
仲
間
が
い
る
と
い
う
心
強

さ
を
改
め
て
実
感
し
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
い
た

し
ま
し
た
。

　
翌
４
月
26
日（
土
）に
は
、「
鳥
取
城
跡 

中

ノ
御
門 

完
成
記
念
開
門
式
」が
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
奴
隊
と
し
て
参
加
し
、
今
後

さ
ら
に
鳥
取
城
跡
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
地

域
の
魅
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　
同
日
お
よ
び
５
月
10
日（
土
）に
は
、
袋
川

に
て
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
・
撤
去
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
県
東
部
の
青
年

経
済
団
体
が
持
ち
回
り
で
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
袋
川
に
多
数
の

鯉
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
14
日（
水
）に
は
、
ま
ち
興
し

委
員
会
主
催
に
よ
る
例
会
を
開
催
し
、
公
立

鳥
取
環
境
大
学 

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
セ
ン
タ
ー
長
・
吉
永
郁
生
様
を
講
師
に
お

迎
え
し
ま
し
た
。「
〜
海
洋
生
態
学
者
が
考

え
る
鳥
取
の
、
日
本
の
、
世
界
の
近
未
来
社

会
〜
」を
テ
ー
マ
に
、
鳥
取
の「
人
口
動
態
」

や「
高
度
人
材
の
育
成
」、「
地
域
資
源
の
活

用
」に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
た
な
視
点
で
地
域
課
題
を
捉
え
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
び
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
へ
と

転
換
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
５
月
17
日（
土
）に
は
、「
令
和
７

年
度 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク 

春
の
会
長
会
議
」に

出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
各
単
会
に
分
か
れ
て

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
災

害
時
に
お
け
る
支
援
物
資
の
提
供
体
制
や
優

先
順
位
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
意
識
す
る
機
会
が

少
な
い
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
事
の

際
の
備
え
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
単
会
の
特
色
あ
る
事
業

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
共
有
さ
れ
、
規
模

や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
課
題
や
可
能
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。

　
全
国
、
そ
し
て
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
様
な

ま
ち
や
人
々
と
触
れ
合
う
な
か
で
、
鳥
取
へ

の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
た
市
民
づ
く
り
に
一

層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
７
年
度

　
令
和
７
年
５
月
14
日
（
水
）
鳥
取
商
工
会
議
所
大
会
議
室
に
て
、
令
和

７
年
度
５
月
ま
ち
興
し
例
会
「
〜
海
洋
生
態
学
者
が
考
え
る
、
鳥
取
の
、

日
本
の
、
世
界
の
近
未
来
社
会
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
農
学

博
士
と
し
て
水
産
業
を
基
盤
と
し
た
地
域
創
生
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て

お
ら
れ
る
公
立
鳥
取
環
境
大
学 

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
の

吉
永
郁
生
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
日
本
や
世
界
の
人
口
動
態
を
生
態
学
的
視
点
か
ら
読
み
解
き
、
少
人

口
で
あ
る
鳥
取
こ
そ
が
将
来
の
持
続
可
能
な
社
会
の
先
進
モ
デ
ル
に
な
り

得
る
と
見
解
さ
れ
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
自

然
な
流
れ
と
し
て
受
け
入
れ
た
上
で
、
地
域
が
ど
う
適
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
歩
道
や
公
共
交
通
と

い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
む
安
心
・
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
、
都
会
で
は
得
が
た
い
経
験
が
で
き
る
場
の
創
出
が
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
ま
ち
は
皆
で
つ
く
る
」「
人
口
が
少
な
い
こ
と
は
リ
ス
ク
で
は
な
く
強
み

で
あ
る
」
と
い
っ
た
吉
永
様
の
言
葉
に
は
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
例
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
今
後
の
施
策
に
活
か
せ
る
ヒ
ン
ト
が
あ
っ

た
」「
固
定
観
念
が
覆
さ
れ
た
」「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
前
向
き
に
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
な
ど
多
く
の
前
向
き
な
声
が
寄
せ
ら
れ
、
大
変

有
意
義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
例
会
で
の
学
び
を
活
か
し
、
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
と
し
て
よ
り
地
域
に
根
差
し
た
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

発行：令和 7年 6月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

6

民野   泰稔会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 三協商会

　
３
月
20
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
期
間
、
鳥
取
市
「
桜
の
園
」
に
て
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
我
々
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
桜
の
名
所
を
作
り
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
植
樹
を
行
い
作
り
上
げ
た
桜
の
園
と
い
う
素
晴
ら
し
い

場
所
を
地
元
の
皆
様
に
周
知
し
、
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
始

め
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
開
花
時
期
が
早
ま
る
事
も
な
く
、
４
月
の
第
１
土
曜
日
か
ら

第
２
土
曜
日
ま
で
が
満
開
と
な
り
多
く
の
方
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

我
々
広
報
委
員
会
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
促
す
チ
ラ
シ
、
ポ

ス
タ
ー
配
り
を
行
い
、
そ
れ
と
並
行
し
な
が
ら
こ
の
桜
の
園
や
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は

前
年
度
よ
り
も
多
く
の
投
稿
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
得
ら
れ
、
現
在
の
桜
の
園

へ
の
認
知
度
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
期
待
度
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
６
月
例
会
で
の
表
彰
式
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
発
表
へ
と
向
か
い
、
来
年
度
へ
繋
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
三
橋
　
章
弘

　
令
和
７
年
４
月
26
日（
土
）お
よ
び
５
月
10
日（
土
）に
、
袋
川
沿
い
に

て
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
・
撤
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
春
の
訪
れ
と
と

も
に
袋
川
を
彩
る
こ
の
風
景
は
、
地
域
の
風
物
詩
と
し
て
毎
年
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
色
と
り
ど
り
の
鯉

の
ぼ
り
が
春
風
を
受
け
て
元
気
に
泳
ぐ
姿
を
見
せ
ま
し
た
。

　
掲
揚
・
撤
去
作
業
当
日
に
は
、
五
青
協
の
メ
ン
バ
ー
に
多
数
参
加
い

た
だ
き
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
粟
嶋
道
和
会
長
率
い
る「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」

に
よ
っ
て
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
事
業
で
あ
り
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
よ
り
、
そ
の
意
志
を
五
青
協
が
正
式
に
引
き
継
ぎ
、
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
本
事
業
の
運
営
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
地
域
の
伝
統
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
と
地
域
の
絆
を
深
め
る
活
動
と
し
て
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

５
月
ま
ち
興
し
例
会

５
月
ま
ち
興
し
例
会

５月まち興し例会の様子

吉永氏の講演の様子

　   　木戸 和浩 君
　    （きど かずひろ）
事 業 所 名  ㈱木戸建築
所属委員会  会員増強委員会

　   　尾崎 綾香 君
　    （おさき あやか）
事 業 所 名  ㈱RASPAC
所属委員会  ビジネス委員会

新 入 会 員新 入 会 員新 入 会 員

２
０
２
５
♯
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
５
♯
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

集まったメンバー

作業前確認をする様子

集まったメンバー

集まったメンバー

袋
川
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業

袋
川
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
・
撤
去
作
業
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５
月
21
日
（
水
）、
鳥
取
商
工
会

議
所
で
５
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
よ
り
、
会

長
・
民
野
泰
稔
氏
、
専
務
理
事
・
村

田
浩
一
氏
、
副
会
長
・
下
園
裕
樹
氏
、

鳥
取
お
城
委
員
会
委
員
長
・
亀
谷
勇

斗
氏
、
副
委
員
長
・
中
原
道
広
氏
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
鳥
取
城
跡
三
階

櫓
の
早
期
実
現
に
向
け
た
活
動
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
民
野
会
長
よ
り
青
年
部
の

各
委
員
会
の
活
動
の
ご
説
明
を
い
た

だ
き
、
続
い
て
下
園
副
会
長
、
亀
谷

委
員
長
、
中
原
副
委
員
長
に
、「『
み

ん
な
の
鳥
取
城
！
』
過
去
２
年
間
の

活
動
と
鳥
取
城
跡
三
階
櫓
２
０
３
５

年
の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
」
と
題

し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
月
例
会　
青
年
部
役
員
を
講
師
に
迎
え
て

５
月
例
会　
青
年
部
役
員
を
講
師
に
迎
え
て

　
～
鳥
取
城
跡
三
階
櫓

　
～
鳥
取
城
跡
三
階
櫓  

２
０
３
５
年
の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
～

２
０
３
５
年
の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
～

　

鳥
取
城
跡
を
新
た
な
鳥
取
市
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た

め
、
令
和
５
年
度
は
、
①
三
階
櫓
の

早
期
実
現
へ
向
け
た
取
り
組
み
、
②

鳥
取
城
跡
、
太
閤
ヶ
平
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
魅
力
の
発
見
、
③
鳥
取

三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
へ
の
参
画

―
の
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
は
、
さ
ら
に
三

階
櫓
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
①
鳥
取
城
跡
を
活
用

し
た
事
業
の
企
画
・
運
営
、
②
鳥
取

三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
へ
の
参
画
、

③
鳥
取
城
跡
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
―
を
実
施
さ
れ
、
令
和
６
年
７
月

に
は
テ
レ
ビ
番
組
に
応
募
し
て
、「
お

堀
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
」
を
実

施
し
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
も
巻
き
込
ん
だ
こ
の
活
動

に
よ
っ
て
広
く
全
国
に
鳥
取
城
跡
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
過
去
２
年
間
の
様
々
な
活
動

を
通
し
て
知
名
度
が
広
が
り
、
徐
々

に
行
政
か
ら
も
支
援
を
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

令
和
７
年
４
月
に
は
中
ノ
御
門
も

完
成
し
、
記
念
開
門
式
に
は
青
年
部

の
代
名
詞
と
も
言
え
る
奴
隊
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
、
鳥
取
城
跡

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
、
広
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
清
掃
活
動
の
実

施
、
子
供
た
ち
向
け
に
門
松
作
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど

幅
広
い
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
７
月
12
日
に
鳥
取
城
跡
の
清

掃
活
動
を
実
施
予
定
で
、
昨
年
の

２
０
０
人
を
超
え
る
３
０
０
人
を
目

指
し
て
各
方
面
に
発
信
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
女
性
会
会
員
よ

り
、
三
階
櫓
の
資
金
に
つ
い
て
、
会

員
数
を
増
や
す
た
め
の
活
動
、
例
会

の
テ
ー
マ
決
め
な
ど
に
つ
い
て
の
質

問
が
出
さ
れ
、
お
答
え
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
女
性
会
の
德
田
和
子
会
長

が
「
10
年
後
と
言
わ
ず
、
ぜ
ひ
と
も

も
っ
と
早
期
に
実
現
し
て
頂
き
た

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
青
年
部
の

方
々
を
交
え
て
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
茶
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

演
の
感
想
、
今
後
の
女
性
会
の
活
動
、

ふ
る
さ
と
鳥
取
の
活
性
化
に
つ
い
て

な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
茶
話
会
は
初
め
て
の
試
み

で
し
た
が
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
や

ス
イ
ー
ツ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少

人
数
で
の
話
し
合
い
と
い
う
状
況
の

お
か
げ
か
、
終
始
和
や
か
な
楽
し
い

雰
囲
気
の
中
終
了
し
ま
し
た
。
短
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
り
あ
る

交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
参
加
会
員
へ
感
想
を
聞
い

た
上
で
、
今
後
の
例
会
運
営
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あいさつされる
民野会長

青年部の皆様との茶話会の様子
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◆
６
月
の
別
名
『
水
無
月
』。

水
無
月
の
由
来
は
諸
説
あ
る
よ

う
で
す
が
、「
水
無
月
」
の
「
無
」

は
「
な
い
」
で
は
な
く
、「
の
」

で
あ
り
、
水
無
月 

＝
「
水
の
月
」

と
い
う
説
が
有
力
な
ん
だ
と
か

◆
そ
し
て
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
到
来
。

今
年
は
５
月
16
日
、
沖
縄
県
よ

り
早
く
九
州
南
部
で
梅
雨
入
り

し
ま
し
た
。
中
国
地
方
の
平
年

の
梅
雨
入
り
は
６
月
６
日
頃
。

昨
年
は
、
平
年
よ
り
遅
い
６
月

20
日
に
発
表
が
あ
り
ま
し
た
◆

こ
の
時
季
な
ん
と
な
く
体
の
調

子
が
悪
く
な
る
「
梅
雨
だ
る
」。

十
分
な
休
息
や
睡
眠
を
取
っ
て
、

憂
鬱
な
梅
雨
を
乗
り
越
え
た
い

で
す
ね
！　

�

（
Ａ
）

編　集　室

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　
特
別
調
査
の
実
施

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
年
７
月
31

日
現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
～
４

人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
～
４
人
を
雇
用

し
て
い
る
小
規
模
事
業
所
に
お
け
る

賃
金
、
労
働
時
間
お
よ
び
労
働
者
数

の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
調
査
結
果

は
小
規
模
事
業
所
の
実
態
を
示
す
資

料
と
し
て
最
低
賃
金
の
改
定
審
議
な

ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
県
の

統
計
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
郵
送
ま
た
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
調
査
を
お
願
い
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
調
査
票
に
書
か
れ
た

内
容
は
、「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し

く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
調
査
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
・
鳥
取
県

　

鳥
取
市
と
麒
麟
の
ま
ち
鳥
取
市
美

術
展
運
営
委
員
会
は
、「
第
64
回
麒
麟

の
ま
ち
鳥
取
市
美
術
展
受
賞
作
品
展

×
放
哉
を
書
く
」を
次
の
通
り
開
催

し
て
い
ま
す
。

▼
会
期
―
７
月
６
日（
日
）ま
で
＊
休

館
日
は
６
月
16
日（
月
）、23
日（
月
）、

30
日（
月
）▼
時
間
―
午
前
９
時
～
午

後
５
時（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30

分
）▼
会
場
―
鳥
取
市
歴
史
博
物
館

１
階
特
別
展
示
室
▼
観
覧
料
―
無

料（
常
設
展
示
室
は
別
途
観
覧
料
が

必
要
）＊
６
月
28
日（
土
）、29
日（
日
）

は「
や
ま
び
こ
館
開
館
記
念
」に
つ
き

入
館
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥
取

市
歴
史
博
物
館（
℡

０
８
５
７
―
23
―

２
１
４
０
）

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　
用　
内　
容

６
／
21
㈯

第
26
回 

ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ク
レ
レ
倶
楽
部 

ウ
ク
レ
レ
発
表
会【
公
開
】

合
唱
練
習

22
㈰

Second In Tottori

展
【
公
開
】

23
㈪

Second In Tottori

展
【
公
開
】

会
社
説
明
セ
ミ
ナ
ー
・
試
飲
会

24
㈫

レ
デ
ィ
ー
ス
ア
デ
ラ
ン
ス　
ウ
ィ
ッ
グ
フ
ェ
ア【
公
開
】

25
㈬

レ
デ
ィ
ー
ス
ア
デ
ラ
ン
ス　
ウ
ィ
ッ
グ
フ
ェ
ア【
公
開
】

26
㈭

公
益
社
団
法
人
鳥
取
法
人
会 

未
来
創
造
委
員
会　
研
修
会

27
㈮

鳥
取
県
立
鳥
取
緑
風
高
等
学
校　
進
路
説
明
会

28
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

合
唱
練
習

７
／
２
㈬
鳥
取
山
草
同
好
会
有
志 

納
涼
山
野
草
展【
公
開
】 

※
小
山
飾
り
講
習
会【
要
予
約
】

３
㈭

鳥
取
山
草
同
好
会
有
志 

納
涼
山
野
草
展
【
公
開
】

４
㈮

鳥
取
山
草
同
好
会
有
志 

納
涼
山
野
草
展
【
公
開
】

5
㈯

せ
や
ろ
が
い
お
じ
さ
ん 

お
笑
い
ラ
イ
ブ 

in 

鳥
取
【
公
開・有
料
】

合
唱
練
習

６
㈰

合
唱
練
習

12
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

17
㈭

第
34
回　
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

18
㈮

第
34
回　
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

19
㈯

第
34
回　
鳥
取
工
芸
の
会
（
～
７
／
22
㈫
）【
公
開
】

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

麒
麟
の
ま
ち

 

鳥
取
市
美
術
展
の
ご
案
内

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マ ル 経 融 資 をご活用ください！
マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし

で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および

娯楽業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の事業所です。 

●融資限度額 2,000 万円  ●利率 年 １.80％（2025.6.1 現在） 

●返 済 期 間 運転資金＝  ７年以内（据え置き１年以内） 

設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内） 

問い合わせ先 鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857－32－8005
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１　

マ
ル
経
融
資
審
査
会
会

２　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会
▽
金
融
部

会
正
副
部
会
長
会
議

７　

サ
ー
ビ
ス
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年

部
鳥
取
お
城
委
員
会
・
総
務
委
員
会

８　

県
連
幹
事
会
（
倉
吉
市
）

９　

青
年
部
会
員
増
強
委
員
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
委

員
会
・
広
報
委
員
会
・
政
策
提
言
委
員
会

12　

青
年
部
新
役
員
知
事
表
敬
訪
問
・
会
員
交

流
委
員
会

13　

工
業
部
会
総
会
▽
県
商
女
性
連
事
務
局
会

議
（
倉
吉
市
）

14　

青
年
部
例
会
▽
女
性
会
鳥
取
大
会
実
行
委

員
会

16　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
「
話
し
方
・
き
き
方
・

伝
え
方
講
座
」

20　

定
期
金
融
相
談
会
▽
県
議
会
議
員
の
補
欠

選
挙
便
宜
供
与
依
頼
▽
青
年
部
５
役
会

21　

企
画
政
策
委
員
会
▽
と
っ
と
り
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会

議
▽
女
性
会
例
会
・
役
員
会

22　

運
営
委
員
会
▽
青
年
部
ま
ち
興
し
委
員
会

23　

鳥
取
空
港
の
利
用
を
促
進
す
る
懇
話
会
幹

事
会
▽
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
セ
ミ
ナ
ー

26　

青
年
部
対
外
交
流
委
員
会

27　

運
送
業
界
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
▽
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会

▽
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
県
内
就

職
促
進
に
係
る
要
請
▽
青
年
部
理
事
会

28　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
会
議
▽
金

融
部
会
総
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　７月15日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

５
月
抜
粋

〒680-8634

鳥取統括支社 /鳥取市西品治字田島前ノ二 816 番地 1　TEL.0857-23-4621

50×86 ㎜

http://www.tonobu.co.jp/

本社　〒680-0915  鳥取市緑ヶ丘2丁目667-14
　　　ＴＥＬ 0857.24.5872（代）  ＦＡＸ  0857.24.5817　

〒680-0914 鳥取市南安長2丁目697
ＴＥＬ 0857.23.4601　

山根青果株式会社
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〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内


